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[3] 2024～2025年度 活動計画 

1. 委員会計画 

会  長 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 
 

 方     針    

会   長 井上誠士 今年度の会長テーマは「ロータリーを楽しもう！」です。 

楽しくなければ、ロータリーの活発な活動や世の中に変化を与

える事業構築は出来ません。メンバー一人ひとりが持つ様々な

知識や趣味を通して互いを刺激し合いクラブを成長させ、ロー 

タリー活動の公共イメージアップとクラブ内の活性化を図りメ

ンバーと家族が参加しやすい場を提供し楽しいクラブ運営を行

って参ります。 

 

    

    

    

   

  実 施 計 画   

  

１．相模原グリーンロータリーフェスタの開催 

２．会員維持・増強につながる親睦活動の実施 

３．中長期連絡会議での事業構築 

４．楽しいクラブ運営の実施 

   

 

幹  事 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 
 

幹 事
副 幹 事 

 

河田 明成 
李   爽 

 

方     針 

クラブ全体が笑顔で楽しく円滑に活動できるように、適切にク 

ラブ運営を管理する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実 施 計 画  

１、会員が参加しやすい楽しい例会の運営を心掛ける。 

 

２、各委員会、事務局と密に連絡をとり、スムーズに例会を 

   運営する。 
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会  計 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 
 

 方     針  

委 員 長 
 

井上 栄次 
 

活力あるクラブ作りの為、増強に協力すると共に会計管理を徹

底する。 

     

    
実 施 計 画  

 

    

１、各委員会の活動方針に基づき、予算を的確に分配する。 

２、クラブ会計を適切に管理する。 

３、４大奉仕に資する為、奉仕会計を充実させる。 

     

 

 

 

 

会場監督 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 
 

 方     針  

会場監督 八木美左男 井上誠士・河田年度がメンバー皆様の記憶にいつまでも色濃く 

副会場監督  田中 紘昭 残る年度となるよう副会場監督の田中紘昭さん、村田 崇さん 

 

村田  崇 
今井 英介 

 

今井英介さんとともにがっちりスクラムを組んで SAAの務めに 

邁進してまいります。そして何よりも毎回どこのロータリーよ 

り当クラブの井上会長が格好良く見える例会にしていきます。 

   

  実 施 計 画  

  会長の掲げる「ロータリーを楽しもう！」を体現する例会とす 

  

るために、親睦委員会やクラブ奉仕の各委員会（会報・IT、合

唱、出席、スマイル、会員増強、クラブ・ラーニング）と密に 

  連携を取りながら彩り鮮やかな多種多様のプログラムを明るく 

  楽しく元気に進行してまいります。 
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【クラブ奉仕】（クラブ管理運営委員会） 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 

 

委 員 長 

親睦担当 

会報・IT 

プログラム 

合唱担当 

出席担当 

スマイル  

会員増強 

クラブ研修

会員選考 

広   報 
 

 
 

神座 磯男 
 

 

方     針 

今年度会長方針「ロータリーを楽しもう」に則り各クラブ奉仕

委員会活動の運営に協力してクラブの活性化に努めて参りま

す。 

実 施 計 画 

①各委員会委員長の黒子になります。 

②各委員会の思惑が実施できることを念頭にサポートします。 

③楽しい一年になる様、各委員会皆様の創造性を大切にして、

一年間惜しまぬ行動をします。 

   

 
 

【クラブ奉仕】 親睦担当 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 

 

委 員 長 

副委員長 

 

 

委  員 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋 和也 

矢越 孝裕 

今井 英介 

久野 新一 

大貫 弘子 

川﨑 正仁 

佐藤 眞吾 

清水 康生 

田中 禎一 

野田 英樹 

原  正幸 

林田 純子 

方     針 

「ロータリーを楽しもう！」の会長テーマに則り、楽しむため

の企画や準備を実行していきます。 

以前の親睦事業での成功事例を振り返り、本年度に取り入れて

活動すると共に過去に縛られずメンバーや時代に合った親睦方

法を実施して参ります。 

 

 

実 施 計 画 
 

８月 ビアパーティ 

１２月 クリスマス例会 

１月 餅つき例会 
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【クラブ奉仕】 会報／IT 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 
 

 方     針  

委 員 長 守屋  護 会長方針の「ロータリーを楽しもう」を実践すべく週報もプ 

副委員長 森下 新一 ラスアルファを加え、楽しめる内容とする。 

委   員 遠藤 秀幸  

 齊藤紀美孝  

 関根 正司  

 伊藤 信吾 実 施 計 画  

  

1. 担当を決め例会の写真を撮る 

2. ショートコラムを掲載する（不定期） 

3. YouTubeを工夫する 

4. Facebookを継続する 

   

   
 
 
 
 

【クラブ奉仕】 プログラム 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 
 

 方      針  

委 員 長 村田  崇 井上誠士会長の方針「ロータリーを楽しもう」に沿った、プロ 

副委員長 長谷川太一 グラムを実施する。 

委 員 恩 田  徹   

    

  実 施 計 画  

   

「会員の家族卓話の実施」 

会員の家族・会員の会社関係の人・会員の親しい友人等を招い

て、親のこと、会社でのこと、友人関係のことをきたんなく、

思いっきり語っていただきます。 
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【クラブ奉仕】 合唱担当 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 
 
 方     針  

委 員 長 

副委員長 

委 員 
 

池田 健博 
澁谷 武男 
足立  正 
山本 正司 

合唱を通じてロータリークラブの仲間意識をまとめ、感動を共

感し、豊かな感性を磨く。色々な年代の歌を歌い世代間の親睦

を深めます。 

 

  
 
 

   実 施 計 画 

   

・曲のテーマや歌詞が会員の共感を呼ぶか、感情を上手に表現 

出来る曲を選びます。 

・目的に応じて適切な曲を選定します。 

・会員が楽しみながら歌える曲を選びます。 

 

   

 
 

【クラブ奉仕】 出席担当 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 
 

 方     針  

委 員 長 吉田優美子 出席率を高めるため、例会毎に出席報告を行い、クラブ活動の 

副委員長 

委 員 

福山  茂 
高橋 正之 

中心であるホーム例会の活性化に努める。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 計 画 

１，例会出席報告の結果を検証して出席率向上を目指す活動を 

行う。 

 

２，例会出席報告の結果を検証して、出席率向上を目指す為に 

  会員に定期的に出席の呼びかけと対策案を集める。 

 

３，方針、実施計画に則り、意義ある一年間の活動にする。 
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【クラブ奉仕】 スマイル担当 
区 分 委 員 活動方針・実施計画 

  

 

方     針  

委 員 長 金子 英行 RCにとってスマイル収入は奉仕活動の根幹です。この収入によ 

副委員長 中村 昌治 り充実した活動が出来るか否かが決まってしまいます。会員の 

委 員 犬飼 久恵 皆様にはニコニコしながらスマイルして頂けるようお願いする 

 久野 新一  

  実 施 計 画  

  

・新入会員も増えてきましたので、久しぶりにスマイル基準を 

 作成する。 

 

・例会にて、スマイル委員が積極的にスマイルをお願いする。 

        

・目標額を設定し、それをクリアーするよう努力する。  

 

    

   

 
 
 
【クラブ奉仕】 会員増強 
区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 

 

 方     針  

委 員 長 高橋 三叔 一人でも多くの会員の入会を目指し、入会後は今年度の会長の 

副委員長 高橋 正之 方針の「ロータリーを楽しもう」のもと、当クラブでロータリ 

委 員 
 

 

 

山口 正明 
 

ー活動が楽しめるように努めます。 
 

 

実 施 計 画 

  

１，一人でも多くの会員の増強を目指します。 

２，会員に候補者を紹介して頂き、例会・家庭集会・四金会・

餅つき例会等に積極的に誘う。 

３，入会後は紹介者と共に新入会員をフォローする。 

４，入会を促すと共に退会防止にも努める。 
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【クラブ奉仕】 クラブ・ラーニング 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 

 

 

 方     針  

委 員 長 北畠 直輝 会長方針に従い、ロータリーの歴史、現状を学び未来に向け 

副委員長 佐藤 眞一 進んでいく様に全会員で考えたい。 

委 員 

 

 

森下 新一 

  

実 施 計 画 

 

 １，全会員に向け改めてロータリーの流れ、変遷を紹介する。 

２，ロータリーに関するアンケートを実施し、討議する。 

３，新入会員は個別にフォローする。 

   

   

 
 

 

【クラブ奉仕】 会員選考 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 
 

 方     針  

委 員 長 田中 紘昭 入会候補者に対して、当クラブに受け入れられるかどうかを、 

副委員長 小川 忠久 経歴、人柄、社会的評価等で判断して理事会に報告する。 

委 員 尾畑 仁貴  

   

 

実 施 計 画  

・まず紹介者の話をよく聞いて入会候補者の人柄、経歴等を確

認する。 

・入会候補者を知る人の話を聞き、社会的評価等を判断する。 

・入会候補者に会って話してみる。 
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【クラブ奉仕】 広 報（公共イメージ） 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 
 
 方     針  

委 員 長 李   爽 ロータリークラブ及び当クラブのことを地域の人々に身近に感 

副委員長 八木美左男 じてもらえるような広報活動を行っていきます。 

委   員 大澤 重人 広報活動を会員増強にも繋げます。 

  

 

実 施 計 画  

 
 

 

① ホームページの定期的更新を行います。 

② 活動内容を Facebookで情報発信していきます。 

 

     

   

 
 

 

【４大奉仕】 奉仕プロジェクト 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 
 

 方      針 

委 員 長 佐藤 眞一 地域社会のニーズに応える奉仕プロジェクトを実施しクラブの 

  活性化に努める。 

   

 

 

実 施 計 画 

   

（１）10 月 6 日実施の地区補助金事業「相模原グリーンフェス

タ」には社会奉仕委員会が中心になり関係委員会と連携し、関

係団体、参加者との触れ合いを通じ更なる奉仕活動を深めてい

きたい。 

（２）地域社会を良くしたい、地域社会のニーズは何なのか関

係委員会と共に考えていきたい。 
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【４大奉仕】 社会奉仕 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 
 

 方     針  

委 員 長 野田 英樹 一昨年に開催されたクラブ創立 30周年式典では、これまでの 

副委員長 遠藤 秀幸 クラブの歴史の中で、宇宙少年団相模原分団、県立弥栄高イン 

委 員 井上 栄次 
犬飼 久恵 
久野 新一 

清水 康生 

田中 紘昭 

中村 昌治 

守屋  護 

 

タ－アクト、ネパール教育支援の会 NESA を支援してきたこと

に、感動を覚えました。 

今年度、社会奉仕委員会では 3団体の交流の機会とクラブの市 

民に向けた外側への発信の機会として、グリーンロータリーフ 

ェスタという事業を開催致します。 
 

実 施 計 画 

 

  

 ① グリーンロータリーフェスタを通じて、支援のあり方につ

いて検討をします。 

② この先に続く社会奉仕のあり方について、委員会メンバー

と模索を致します。 

    

   

   

 
 

【４大奉仕】 職業奉仕 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 
 

 方     針  

委 員 長 澁谷 武男 自らの奉仕を推奨していく為に、職業を通して社会に貢献する 

副委員長 山本 正司 と共に自分自身のスキルアップを図る。自己研鑽することによ 

委 員 足立  正 って、ロータリーをより一層楽しみましょう。 

 尾畑 仁貴  

 

八木美左男 
山口 正明 実 施 計 画  

  

１．会長方針に則り、事業を推進していく。 

２．例会の合間を見つけ、会員による３分間スピーチを図る。 

但し、外部卓話者が来場の場合は、この限りでない。 

３．相模原グリーンフェスタに協力をする。 
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【４大奉仕】 国際奉仕 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

  方     針  

委 員 長 

副委員長 

委 員 

齊藤紀美孝 
関根 正司 
金子 英行 

李   爽 

会長の方針「ロータリーを楽しもう」をロータリーの基本であ

る「四つのテスト」に沿って再考し活動したいと思います。 

 

実 施 計 画 

今まで行っていた奉仕活動が有意義か問い直す。 

世界には困っている国、組織が幾多在りますが、新しい活動の

芽を問うてみる。 

現在行われている国際奉仕のいろいろが十分に深度を深めてい

るか、好意と友情を広げているか問うてみる。 

そして、グリーンロータリアンの皆様にどのように為になって 

いるか検証してみる。 

活発な議論と行動でロータリーを楽しむ一年にしたいと思いま

す。 

   

   

 

【４大奉仕】 新世代奉仕・青少年交換支援 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

  方     針  

委 員 長 犬飼 久恵 新世代の青少年や若きリーダーたちが、ロータリーを通じて世 

副委員長 

委 員 

今井 英介 

北畠 直輝 

高橋 三叔 

村田  崇 

森下 新一 

 

 

界に向けて活動ができるようにクラブとして支援していきたい

と思います。また、人だけでなく彼らがこれから生きていく環

境を整えることも支援の一つと考え、小さなことであっても意

味ある活動を実施していきます。 

実 施 計 画 

1.相模原グリーンフェスタ開催において他委員会と連携をとる 

2.奨学生・留学生との交流や活動を積極的に行い、つぎなる世

代への橋渡しを行う 

3.SDGsへの取り組みを通して、クラブ外への活動発信を行う 
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【４大奉仕】 インターアクト 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 

 

 方     針  

委 員 長 福山  茂 弥栄高校インターアクトクラブ「YAEI アクト」の活動をきめ 

副委員長 長谷川太一 細かくフォローし、共同の奉仕事業などを通じて交流を深め、 

委 員 池田 健博 インターアクトと私たちグリーンロータリーの活性化につなげ 

 
川﨑 正仁 
野田 英樹 

る。 

 

 

 実 施 計 画  

1. 地区インターアクト委員会及びアクターズミーティングへ

の参加 

2. 地区プログラム参加の際のフォロー（年次大会、台湾研

修、一泊研修など） 

3. 文化祭でのバザーなどインターアクト奉仕事業への協力 

4. 相模原グリーンロータリーフェスティバル（10月 6日）で

のブース共同運営 

5. 担当例会での卓話などによるインターアクトのクラブ会員

へのいっそうの周知 

   
 
 
 

【４大奉仕】 宇宙少年団支援 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

 

 

 方     針  

委 員 長 佐藤 眞吾 少年団の子供たちと「楽しく交流する機会」を通して少年団の 

副委員長 神座 磯男 活動自体を体感し、その体感をした感想を委員会報告の場でク 

委 員 田中 禎一 ラブのメンバーに報告という形でお知らせいたします。 

 

野田 英樹 
林田 純子  

   

 

実 施 計 画  

   

１，少年団の年間活動計画書に基づいて可能な限り活動に参加

する。 

２，10月 6日開催予定のグリーンフェスタに向け社会奉仕委員

会の指示の下、少年団関係者と密に連絡を取り必要な準備

を行います。 
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【ロータリー財団】 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

  方     針  

委 員 長 

副委員長 

委 員 

大澤 重人 

小川 忠久 

恩田  徹 

ロータリー財団の使命が、ロータリー会員が、人びとの健康状

態を改善し、質の高い教育を提供し、環境保護に取り組み、貧

困をなくすことを通じて、世界理解、親善、平和を達成できる

ようにすることにありますので、それに資する活動に努力しま

す。 

 

   

  実 施 計 画  

  

会員の本方針をより一層深める活動を通して、財団寄付の拡大

を図る行動を検討し実施すること。 

  

 

 
 

 

 

【米山奨学】 

区 分 委 員 活動方針・実施計画 

  方     針  

委 員 長 

副委員長 

委 員 

矢越 孝裕 

大貫 弘子 

高橋 和也 

高橋 正之 

吉田優美子 

 

ロータリー米山記念奨学会は、半世紀以上、外国人留学生に対

し支援をして参りました。 

その本来の目的や経緯を会員の皆様に周知し、改めて共有した

いと思います。 

そして、米山月間での寄付を、より多くして頂けるよう活動し

ていきます。 

また、2024～2025年度は、モンゴルからの留学生、ミャグマル

ドルジ・スフバト君を、世話クラブとして全会員一丸となって

支援していきます。 

 

  実 施 計 画  

  

1、米山奨学生のミャグマルドルジ・スフバト君の世話クラブ

として、全会員一丸となって支援します。 

2、改めて米山奨学会の目的と経緯を考え、米山月間での寄付

支援を、より多くの会員にお願いします。 

 

   


